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二
〇
一
八
年
度
の
春
季
は
、
昨
年
三
月
に
開
館
し
た
早
稲
田
大
学
歴
史
館
の
開
館
記
念
と
し
て
、
本
学
創
立
当
初
の
学
生
た
ち
に
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
企
画
展
「
東
京
専
門
学
校
に
集
っ
た
学
生
た
ち
│
│
在
野
精
神
の
源
流
」
を
開
催
し
た
。

　

会
期
は
二
〇
一
八
年
三
月
二
〇
日
か
ら
四
月
二
二
日
ま
で
の
一
か
月
間
、
会
場
は
早
稲
田
大
学
歴
史
館
企
画
展
示
ル
ー
ム
（
早
稲
田
キ
ャ

ン
パ
ス
）
で
あ
っ
た
。
期
間
全
体
で
四
、九
八
〇
人
と
い
う
多
く
の
来
館
者
が
あ
っ
た
。

　

本
展
示
会
開
催
に
当
た
り
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
、
長
岡
市
立
中
央
図
書
館
文
書
資
料
室
、
廣
井
重

和
氏
、
横
山
真
一
氏
ほ
か
、
関
係
機
関
・
各
位
に
、
あ
ら
た
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

　

以
下
、
主
な
展
示
資
料
を
紹
介
し
つ
つ
、
企
画
展
の
内
容
を
説
明
し
た
い
。
な
お
、
所
蔵
先
が
記
さ
れ
て
い
な
い
資
料
は
、
早
稲
田
大

学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
資
料
で
あ
る
。

〔
展
示
等
記
録
〕早

稲
田
大
学
歴
史
館
開
館
記
念
企
画
展

　
　
　
　「
東
京
専
門
学
校
に
集
っ
た
学
生
た
ち
│
│
在
野
精
神
の
源
流
」

廣　

木　
　
　

尚
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は
じ
め
に

　

早
稲
田
大
学
に
は
、
現
在
、
約
五
万
人
の
多
種
多
様
な
学
生
（
大
学
院
生
を
含
む
）
が
在
籍
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）

年
一
〇
月
、
早
稲
田
大
学
の
前
身
、
東
京
専
門
学
校
が
開
校
し
た
時
、
入
学
登
録
者
の
数
は
わ
ず
か
八
〇
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
当
時
の

教
育
事
情
に
お
い
て
、
こ
れ
を
多
い
と
み
る
か
少
な
い
と
み
る
か
は
一
概
に
い
え
な
い
が
、
今
日
の
早
稲
田
大
学
が
、
創
立
当
初
と
は
比

較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
規
模
と
、
多
様
な
内
実
を
備
え
る
に
至
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

し
か
し
、
規
模
や
形
は
変
わ
っ
て
も
、
変
わ
ら
ず
受
け
継
が
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。「
学
問
の
独
立
」
と
い
う
理
念
、「
在
野
の
精
神
」

を
尊
ぶ
気
風
、
こ
れ
ら
は
創
立
以
来
、
早
稲
田
大
学
が
培
っ
て
き
た
校
風
│
│
早
稲
田
が
早
稲
田
で
あ
る
ゆ
え
ん
│
│
と
し
て
、
学
外
に

ま
で
広
く
知
れ
わ
た
っ
て
い
る
。

　
「
学
問
の
独
立
」
は
、
創
立
の
日
、
小
野
梓
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
。
建
学
理
念
の
お
お
も
と
は
、
小
野
を
は
じ
め
と
す
る
建
学
の
担

い
手
た
ち
の
思
想
に
あ
る
。

　

し
か
し
、
理
念
は
そ
の
ま
ま
で
は
校
風
に
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
感
化
さ
れ
、
共
鳴
し
、
行
動
す
る
学
生
の
存
在
が
あ
っ
て
、
は
じ
め

て
建
学
の
理
念
は
早
稲
田
大
学
の
「
校
風
」
と
し
て
、
目
に
見
え
る
か
た
ち
を
も
っ
た
の
で
あ
る
（
真
辺
将
之
『
東
京
専
門
学
校
の
研
究
』

一
二
〇
頁
）。
学
生
を
み
ず
し
て
大
学
の
歴
史
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

早
稲
田
大
学
歴
史
館
の
開
館
に
あ
た
り
、
本
展
示
会
で
は
、
創
立
期
の
学
生
た
ち
に
注
目
し
、
そ
の
思
想
と
活
動
に
迫
る
こ
と
と
し
た
。

明
治
十
四
年
の
政
変
の
翌
年
、
政
府
を
追
わ
れ
た
大
隈
重
信
の
庇
護
の
も
と
で
産
声
を
あ
げ
た
東
京
専
門
学
校
は
、
当
初
、「
謀
反
人
の

学
校
」「
立
憲
改
進
党
の
党
員
養
成
所
」
と
し
て
政
府
か
ら
警
戒
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
に
遭
遇
し
た
。
そ
の
学
校
を
あ
え
て
選
び
、
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門
を
叩
い
た
学
生
た
ち
│
│
彼
ら
は
、
早
稲
田
で
何
を
学
び
、
何
を
な
し
、
何
者
に
な
っ
て
い
っ
た
の
か
。
と
き
に
は
提
唱
者
の
意
図
を

も
超
え
て
、
お
の
が
じ
し
「
独
立
」
を
目
指
し
た
若
者
た
ち
の
軌
跡
に
触
れ
る
こ
と
が
、「
早
稲
田
ら
し
さ
」
へ
の
理
解
を
新
た
に
す
る

機
会
と
も
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

【
主
な
展
示
資
料
】

最
初
の
校
舎
（
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
）
の
一
部

　

フ
ラ
イ
ヤ
ー
表
面
（
二
頁
）
の
写
真
に
あ
る
校
舎
は
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
屋
根
や
窓
枠
を
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
に
塗
装
し
た
こ
と
か

ら
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
た
。
展
示
の
部
材
は
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
屋
根
中
央
の
突
起
部
に
あ
た
る
。
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
は
昭
和
初
期
に

東
伏
見
運
動
場
に
移
築
さ
れ
、
運
動
部
の
合
宿
所
と
し
て
使
用
さ
れ
た
が
、
老
朽
化
の
た
め
一
九
八
八
年
に
解
体
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一

九
九
二
年
、
追
分
校
地
に
復
元
新
築
さ
れ
た
。

【
写
真
】
東
京
専
門
学
校
第
一
回
卒
業
記
念 

全
校
生
徒
と
講
師
た
ち

　

第
一
回
卒
業
式
当
日
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
の
前
で
撮
ら
れ
た
も
の
。
校
舎
入
口
付
近
に
大
隈
重
信
・
小
野
梓
・
高
田
早
苗
の
姿
が
み
え

る
。
片
側
の
肩
を
突
き
出
し
た
壮
士
風
の
立
ち
方
な
ど
、
当
時
の
学
生
の
気
風
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

１

．
若
者
た
ち
は
早
稲
田
を
め
ざ
す
〜
東
京
専
門
学
校
の
理
念
と
教
育

　

一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
一
〇
月
、
い
わ
ゆ
る
明
治
十
四
年
の
政
変
で
、
大
隈
重
信
と
、
そ
の
系
列
に
あ
っ
た
官
僚
た
ち
は
政
府
を
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追
わ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
型
の
立
憲
主
義
国
家
を
早
急
に
打
ち
立
て
よ
う
と
す
る
大
隈
派
の
政
治
構
想
が
、
他
の
政
府
高
官
か
ら
危
険
視
さ

れ
た
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
。
以
後
、
政
府
の
方
針
は
強
力
な
君
主
権
を
保
持
す
る
ド
イ
ツ
型
国
家
の
構
築
へ
と
傾
い
て
行
き
、
大

隈
ら
は
野
に
在
っ
て
政
党
政
治
の
道
筋
を
模
索
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

翌
一
八
八
二
年
、
大
隈
ら
は
自
ら
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
の
二
つ
の
組
織
を
設
立
す
る
。
立
憲
改
進
党
と
東
京
専
門
学
校
で
あ
る
。

こ
の
内
、
東
京
専
門
学
校
の
創
立
を
担
っ
た
の
は
、
大
隈
の
右
腕
と
し
て
行
動
を
と
も
に
し
た
新
進
の
知
識
人
・
小
野
梓
と
、
高
田
早
苗
・

天
野
為
之
ら
小
野
を
慕
い
集
っ
た
東
京
大
学
出
身
の
若
者
た
ち
だ
っ
た
。

　
「
学
問
の
独
立
」
の
理
念
の
も
と
、
東
京
専
門
学
校
で
は
日
本
語
に
よ
る
速
成
教
育
（
当
時
の
高
等
教
育
は
、
一
般
に
外
国
語
で
行
わ
れ
て

い
た
）
と
、
政
治
党
派
に
偏
ら
な
い
科
学
と
し
て
の
専
門
学
に
基
づ
い
た
教
育
が
目
指
さ
れ
た
。
学
生
の
う
ち
、
あ
る
者
は
欧
米
の
最
新

の
知
識
を
日
本
語
で
学
べ
る
こ
と
に
、
あ
る
者
は
双
生
児
と
も
み
な
し
た
立
憲
改
進
党
の
主
張
に
、
あ
る
者
は
政
治
に
従
属
し
な
い
自

治
・
独
立
の
気
風
に
魅
せ
ら
れ
て
、
東
京
専
門
学
校
の
門
を
く
ぐ
っ
た
の
で
あ
る
。

大
隈
重
信
と
小
野
梓

　

明
治
維
新
後
、
大
隈
重
信
（
一
八
三
八
〜
一
九
二
二
）
は
参
議
・
大
蔵
卿
な
ど
の
地
位
に
あ
っ
て
、
欧
米
流
の
近
代
化
政
策
を
強
力

に
推
進
し
て
い
た
。

　

政
策
実
現
の
た
め
、
大
隈
は
欧
米
の
思
想
・
文
物
に
精
通
し
た
人
材
を
積
極
的
に
登
用
し
た
。
そ
こ
に
現
れ
た
の
が
、
留
学
帰
り

の
俊
英
・
小
野
梓
（
一
八
五
二
〜
一
八
八
六
）
で
あ
っ
た
。

　

米
・
英
で
吸
収
し
た
近
代
的
な
立
憲
主
義
を
、
日
本
で
実
現
す
る
宿
願
を
も
ち
な
が
ら
、
藩
閥
の
壁
に
阻
ま
れ
て
い
た
小
野
は
、

大
隈
の
ブ
レ
ー
ン
と
な
る
道
に
自
ら
の
理
想
を
賭
け
た
。
明
治
十
四
年
の
政
変
後
、
大
隈
と
行
動
を
と
も
に
し
た
小
野
は
、
立
憲
改
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進
党
と
東
京
専
門
学
校
の
設
立
準
備
に
邁
進
す
る
。
政
府
の
方
針
と
は
異
な
る
も
う
一
つ
の
近
代
を
目
指
し
て
、
東
京
専
門
学
校
は

船
出
し
た
。

【
主
な
展
示
資
料
】

【
写
真
】
東
京
大
学
卒
業
記
念
写
真
（
一
八
八
二
〈
明
治
一
五
〉
年
七
月
）

　

一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
の
東
京
大
学
の
卒
業
写
真
。
山
田
一
郎
、
高
田
早
苗
、
山
田
喜
之
助
、
岡
山
兼
吉
の
姿
が
写
る
。
小
野
梓

の
も
と
鷗
渡
会
を
結
成
し
た
彼
ら
は
、
三
か
月
後
に
は
東
京
専
門
学
校
の
教
壇
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。

前
島
密
写
「
大
隈
参
議
国
会
開
設
建
議
」
／
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵

　

明
治
政
府
の
参
議
た
ち
は
、
各
々
憲
法
意
見
書
を
上
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
大
隈
も
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
三
月
、
自
身

の
意
見
書
を
提
出
し
た
。
こ
れ
は
そ
の
写
し
で
あ
る
。
こ
こ
で
大
隈
は
イ
ギ
リ
ス
を
模
範
と
す
る
政
党
内
閣
制
の
導
入
、
翌
年
の
憲
法
制

定
と
二
年
後
の
国
会
開
設
な
ど
を
主
張
し
た
。
当
時
の
政
府
部
内
に
あ
っ
て
急
進
的
な
大
隈
の
政
治
構
想
が
、
明
治
十
四
年
の
政
変
で
大

隈
が
政
府
を
追
わ
れ
る
遠
因
と
な
っ
た
。

井
上
毅
「
憲
法
中
綱
領
之
議
」（
一
八
八
一
〈
明
治
一
四
〉
年
）
／
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵

　

右
大
臣
・
岩
倉
具
視
の
憲
法
意
見
書
を
箇
条
書
き
で
記
し
た
も
の
。
太
政
官
大
書
記
官
・
井
上
毅
の
起
草
と
さ
れ
る
。
欽
定
憲
法
、
議

会
と
距
離
を
置
い
た
内
閣
制
度
な
ど
、
ド
イ
ツ
を
モ
デ
ル
と
す
る
君
主
権
の
強
い
憲
法
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
の
後
の
憲
法
起
草
の
既
定

路
線
と
な
っ
た
。
明
治
十
四
年
の
政
変
の
結
果
、
政
府
内
部
で
は
ド
イ
ツ
型
の
国
家
構
想
が
支
配
的
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
英
米
流
の
学
問
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を
教
授
し
て
い
た
東
京
大
学
（
一
八
八
六
年
よ
り
帝
国
大
学
）
で
も
、
ド
イ
ツ
学
が
主
流
と
な
っ
て
い
っ
た
。

小
野
梓
「
祝
東
京
専
門
学
校
之
開
校
」（
一
八
八
二
〈
明
治
一
五
〉
年
）
／
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵

　

一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
一
〇
月
二
一
日
の
開
校
式
で
の
小
野
の
祝
辞
。
こ
こ
で
小
野
が
宣
言
し
た
「
学
問
の
独
立
」
に
は
、
外
国

の
学
問
か
ら
の
日
本
の
学
問
の
独
立
、
政
治
か
ら
の
学
校
の
独
立
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
含
ま
れ
、
独
立
・
自
治
の
気
風
を
持
つ
国
民
の

育
成
を
目
指
し
た
東
京
専
門
学
校
の
根
本
理
念
と
な
っ
た
。

最
初
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
一
八
八
二
〈
明
治
一
五
〉
年
）

　

授
業
は
第
一
学
期
（
九
月
〜
二
月
）、
第
二
学
期
（
三
月
〜
七
月
）
の
二
学
期
制
と
な
っ
て
お
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
第
一
年
度
に
は
基
礎

的
な
科
目
を
多
く
配
し
、
進
級
す
る
に
し
た
が
い
専
門
的
な
科
目
が
多
く
な
る
よ
う
に
組
ま
れ
て
い
た
。
な
お
、
創
設
時
の
学
科
の
内
、

理
学
科
は
教
員
・
学
生
の
不
足
か
ら
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

【
写
真
】
天
野
為
之
の
講
義
風
景
（
一
九
〇
九
〈
明
治
四
二
〉
年
頃
）

【
写
真
】
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
を
講
ず
る
坪
内
雄
蔵
（
逍
遙
）（
一
九
〇
九
〈
明
治
四
二
〉
年
頃
）

廣
井
十
三
宛
廣
井
一
書
簡
（
一
八
八
二
〈
明
治
一
五
〉
年
一
一
月
一
四
日
）
／
廣
井
重
和
氏
所
蔵

　

廣
井
一は
じ
め（

一
八
八
五
年
政
経
卒
）
が
父
親
に
宛
て
た
書
簡
。
日
本
語
で
行
わ
れ
る
講
義
の
利
点
や
、
新
築
の
洋
風
校
舎
の
美
し
さ
な
ど
、
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東
京
専
門
学
校
の
魅
力
を
記
し
て
い
る
。

山
田
英
太
郎
筆
記
ノ
ー
ト　

高
田
早
苗
「
欧
米
史
」
第
一
（
一
八
八
二
〈
明
治
一
五
〉
年
一
〇
月
二
一
日
〜
一
八
八
三
〈
明
治
一
六
〉
年
一
月
二

三
日
）

　

山
田
英
太
郎
（
一
八
八
五
年
政
経
卒
）
が
筆
記
し
た
創
立
当
初
の
高
田
早
苗
に
よ
る
講
義
の
受
講
ノ
ー
ト
。
第
一
学
期
に
古
代
史
・
中
世

史
を
、
第
二
学
期
に
近
代
史
（
特
に
イ
ギ
リ
ス
史
）
を
講
じ
た
。
東
京
専
門
学
校
の
教
育
の
特
色
は
、
学
問
の
概
念
を
社
会
に
基
礎
づ
け
て

定
義
し
、
学
理
と
実
際
問
題
と
の
密
着
を
説
く
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
社
会
の
慣
習
や
そ
の
変
遷
を
学
ぶ
歴
史
教
育
が
、
政
治

学
・
経
済
学
・
法
律
学
の
前
提
と
し
て
重
視
さ
れ
た
。

山
田
英
太
郎
筆
記
ノ
ー
ト　

天
野
為
之
「
経
済
原
論
」
全

廣
井
一
筆
記
ノ
ー
ト　

天
野
為
之
「
経
済
学
」
巻
之
一
（
一
八
八
二
〈
明
治
一
五
〉
年
一
二
月
）
／
廣
井
重
和
氏
所
蔵

　

経
済
系
の
科
目
は
、
主
に
天
野
為
之
（
一
八
六
一
〜
一
九
三
八
）
が
担
当
し
た
。「
経
済
原
論
」
で
天
野
は
経
済
学
を
社
会
を
単
位
に
富

の
生
産
・
分
配
・
交
易
の
法
則
を
研
究
す
る
学
問
と
定
義
し
て
い
る
。
天
野
は
イ
ギ
リ
ス
古
典
派
経
済
学
の
成
果
に
依
り
つ
つ
、
日
本
で

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ド
イ
ツ
歴
史
学
派
の
学
説
に
も
触
れ
、
歴
史
的
事
実
を
重
視
し
つ
つ
も
普
遍
的
な
経
済
法
則
を
探
求
す

る
こ
と
を
目
指
し
た
。
こ
の
講
義
内
容
は
、
一
八
八
六
年
、
冨
山
房
か
ら
出
版
さ
れ
、
日
本
語
に
よ
る
最
初
の
体
系
的
な
経
済
原
論
と
し

て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。
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廣
井
一
筆
記
ノ
ー
ト　

山
田
一
郎
「
政
治
原
論
」
／
廣
井
重
和
氏
所
蔵

　

山
田
一
郎
は
英
米
流
の
政
治
学
説
を
参
考
に
、
国
家
も
社
会
の
一
部
と
と
ら
え
、「
政
治
ハ
社
会
ノ
一
業
務
」
と
み
な
す
立
場
か
ら
、

ド
イ
ツ
国
家
学
と
は
異
な
る
独
自
の
政
治
学
を
構
想
し
た
。
社
会
と
国
家
を
つ
な
ぐ
政
党
の
役
割
を
重
視
し
、
イ
ギ
リ
ス
流
の
議
院
内
閣

制
の
必
要
性
を
強
調
し
た
山
田
の
議
論
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
政
党
論
の
先
駆
と
し
て
も
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

W
. B
agehot “LO

M
B
A
R
D
 S
TR
E
E
T : a description of the m

oney m
arket ”

（
一
八
七
三
年
）
／
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵

H
. D
. M
acleod “The E

LE
M
E
N
TS
 of B

A
N
K
IN
G
”

（
一
八
七
六
年
）
／
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵

J. W
. G
ilbart “TH

E
 H
IS
TO
R
Y
, P
R
IN
C
IP
LE
S
, A
N
D
 P
R
A
C
TIC
E
 O
F B
A
N
K
IN
G
”

（
一
八
八
二
年
）
／
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵

　

天
野
為
之
「
銀
行
論
」
で
指
定
さ
れ
た
参
考
書
の
一
部
。
教
場
で
は
日
本
語
に
よ
る
速
成
教
育
を
行
う
一
方
、
原
書
で
欧
米
の
最
新
知

識
を
深
め
る
こ
と
も
推
奨
さ
れ
た
。

東
京
専
門
学
校
の
日
誌
（
一
八
八
三
〈
明
治
一
六
〉
年
九
月
〜
一
八
八
四
〈
明
治
一
七
〉
年
八
月
）
／
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵

　

寄
宿
舎
生
の
出
入
、
教
員
・
学
生
の
動
静
、
入
学
試
験
や
学
校
行
事
の
模
様
な
ど
校
内
の
日
々
の
出
来
事
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

廣
井
一
の
卒
業
論
文
（
一
八
八
五
〈
明
治
一
八
〉
年
）
／
廣
井
重
和
氏
所
蔵

　
「
人
口
ノ
原
理
ヲ
論
シ
テ
日
本
ノ
現
状
ヲ
序
シ
救
治
ノ
方
策
ニ
及
ブ
」
と
題
す
る
廣
井
一
の
卒
業
論
文
。「
第
一
章　

人
口
之
原
理
ヲ
論

ズ
」「
第
二
章　

反
対
論
ヲ
評
論
ス
」「
第
三
章　

日
本
ノ
現
状
ヲ
序
ス
」「
第
四
章　

救
治
ノ
方
策
」
の
各
章
か
ら
な
る
。
一
八
八
五
（
明

治
一
八
）
年
の
五
月
一
五
日
に
筆
を
起
こ
し
た
廣
井
は
、
六
月
二
日
に
こ
の
論
文
を
書
き
終
え
て
い
る
。
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廣
井
一
の
卒
業
証
書
／
廣
井
重
和
氏
所
蔵

２

．
情
熱
と
喧
騒
の
早
稲
田
〜
学
生
た
ち
の
活
動
と
生
活

　

学
生
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
こ
と
が
、
東
京
専
門
学
校
の
教
育
の
大
原
則
だ
っ
た
。「
学
問
の
独
立
」
の
担
い
手
は
不
規
律
の
中
か
ら

立
ち
上
が
る
│
│
授
業
に
出
な
く
て
も
と
が
め
な
い
。
何
に
精
を
出
し
て
も
構
わ
な
い
。
相
撲
や
撃
剣
（
剣
術
）
の
稽
古
に
勤
し
む
学
生

も
い
れ
ば
、
昼
夜
を
問
わ
ず
青
白
い
顔
で
学
問
に
打
ち
込
む
学
生
も
い
た
。
寄
宿
舎
で
は
夜
ご
と
政
治
談
議
や
喧
嘩
沙
汰
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
学
生
に
嫌
わ
れ
た
講
師
は
弾
劾
の
的
と
な
る
こ
と
も
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

学
問
的
な
客
観
性
を
重
視
す
る
講
師
た
ち
は
、
学
生
を
特
定
の
政
派
に
誘
導
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
学
校
を
つ
つ
む
自

由
な
空
気
は
、
学
生
た
ち
の
政
治
意
識
を
自
ず
か
ら
自
由
民
権
派
に
近
づ
け
て
い
っ
た
。
政
治
的
中
立
性
を
意
味
し
た
「
学
問
の
独
立
」

は
、
妨
害
や
弾
圧
に
屈
し
な
い
学
生
た
ち
の
行
動
を
つ
う
じ
て
、
権
力
に
お
も
ね
ら
な
い
反
骨
の
精
神
に
発
酵
し
て
い
っ
た
。

【
主
な
展
示
資
料
】

【
写
真
】
東
京
専
門
学
校
全
景
（
一
八
九
〇
〈
明
治
二
三
〉
年
頃
）

　

写
真
中
央
の
建
物
が
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
。
そ
の
右
奥
に
寄
宿
舎
が
み
え
る
。
開
校
か
ら
一
〇
年
近
く
た
っ
て
も
学
校
の
周
り
に
は
ま
だ

一
面
の
田
圃
が
広
が
っ
て
い
た
。
あ
る
学
生
が
い
さ
か
い
の
あ
っ
た
近
所
の
女
性
を
出
あ
い
頭
に
田
圃
に
投
げ
飛
ば
し
た
と
い
う
物
騒
な

話
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
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【
写
真
】
第
二
回
卒
業
生
と
講
師
た
ち
（
一
八
八
五
〈
明
治
一
八
〉
年
七
月
二
六
日
）
／
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵

　

講
師
の
坪
内
雄
蔵
、
天
野
為
之
、
高
田
早
苗
、
卒
業
生
の
多
羅
尾
浩
三
郎
（
三
重
）、
漆
畑
元
吉
（
静
岡
）、
澤
田
愛
作
（
長
崎
）、
廣
井

一
（
新
潟
）、
川
上
淳
一
郎
（
新
潟
）、
秋
広
淡
一
郎
（
広
島
）、
岸
小
三
郎
（
岐
阜
）、
稗
田
三
平
（
千
葉
）、
高
山
圭
三
（
福
岡
）
が
写
る
。

学
生
の
中
に
は
妻
帯
者
や
地
方
議
会
に
議
席
を
有
す
る
者
ま
で
お
り
、
大
学
を
出
た
て
の
講
師
た
ち
よ
り
年
長
の
者
も
多
か
っ
た
（
カ
ッ

コ
内
は
出
身
地
）。

【
写
真
】
市
島
謙
吉
と
撃
剣
部
員
（
一
八
九
〇
年
代
）

【
写
真
】
撃
剣
部
の
練
習
風
景
（
一
九
〇
九
〈
明
治
四
二
〉
年
頃
）

廣
井
一
「
東
京
専
門
学
校
騒
動
」
／
廣
井
重
和
氏
所
蔵

　

開
校
後
間
も
な
い
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
一
二
月
頃
に
起
っ
た
、
学
生
同
士
の
喧
嘩
沙
汰
を
書
き
残
し
た
も
の
。
日
ご
ろ
か
ら
他

の
学
生
た
ち
を
馬
鹿
に
し
て
い
た
津
留
光
三
郎
（
法
律
科
二
年
）
と
い
う
学
生
を
、「
数
百
人
」
の
学
生
が
追
い
か
け
ま
わ
し
た
。
結
局
、

津
留
は
大
隈
邸
の
庭
に
潜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
発
見
さ
れ
て
し
ま
う
。
高
田
早
苗
や
寄
宿
舎
補
幹
の
前
橋
孝
義
が
間
に
立
ち
、
憤
る
学
生

た
ち
を
長
時
間
説
得
し
た
結
果
、
津
留
が
真
剣
に
謝
罪
す
る
こ
と
で
よ
う
や
く
騒
動
は
お
さ
ま
っ
た
と
い
う
。
当
時
の
学
生
た
ち
の
荒
々

し
い
気
性
を
今
に
伝
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

【
写
真
】
校
内
の
落
書
に
関
す
る
文
部
省
書
記
官
の
報
告
書
（
一
八
八
三
〈
明
治
一
六
〉
年
六
月
八
日
）
／
国
立
公
文
書
館
所
蔵

　

東
京
専
門
学
校
を
巡
視
し
た
文
部
省
書
記
官
（
辻
新
次
・
穂
積
陳
重
）
は
、
教
室
の
机
上
に
不
穏
な
落
書
き
が
あ
る
の
を
目
に
し
た
。
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「
原
理
難
分
君
与
臣　

皇
統
連
綿
化
為
塵　

心
腸
鉄
石
論
民
約　

東
海
婁
騒
是
此
人
」

　

学
問
的
な
原
理
を
つ
き
つ
め
れ
ば
君
主
も
臣
下
も
違
い
は
な
い
。
皇
統
の
永
続
性
な
ど
塵
に
等
し
い
も
の
だ
│
│
「
東
洋
の
婁
騒
（
ル

ソ
ー
）」
に
名
を
借
り
た
激
烈
な
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
、
当
時
、
高
ま
り
を
み
せ
て
い
た
自
由
民
権
運
動
の
色
濃
い
影
響
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
一
件
は
文
部
卿
に
報
告
さ
れ
、
さ
ら
に
参
議
に
ま
で
転
送
さ
れ
た
。

廣
井
十
三
宛
廣
井
一
書
簡
（
一
八
八
三
〈
明
治
一
六
〉
年
一
二
月
二
九
日
）
／
廣
井
重
和
氏
所
蔵

　

一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
一
二
月
の
徴
兵
令
改
正
で
、
そ
れ
ま
で
認
め
ら
れ
て
い
た
徴
兵
猶
予
の
規
定
が
き
び
し
く
な
り
、
東
京
専

門
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
各
私
立
学
校
か
ら
大
量
の
退
学
者
が
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。
廣
井
一
は
、
悲
観
的
見
通
し
と
と
も
に
、
こ
の
話

題
で
校
内
が
騒
然
と
な
る
様
子
を
書
き
送
っ
て
い
る
。

探
聞
（
東
京
専
門
学
校
生
徒
臨
時
退
校
ノ
件
）（
一
八
八
七
〈
明
治
二
〇
〉
年
四
月
四
日
）
／
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵

　

学
内
に
入
り
込
ん
だ
政
府
の
密
偵
に
よ
る
報
告
書
。
政
談
演
説
会
を
傍
聴
す
る
た
め
、
学
生
た
ち
が
形
ば
か
り
の
退
校
届
を
提
出
し
、

終
了
後
に
取
り
下
げ
る
と
い
う
行
為
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
伝
え
て
い
る
。
当
時
、
学
生
の
政
治
活
動
は
集
会
条
例
で
禁
じ
ら
れ
て
い
た

が
、
学
生
た
ち
は
こ
う
し
た
方
法
で
法
の
目
を
か
い
く
ぐ
っ
て
い
た
。

高
橋
文
質
宛
増
田
義
一
書
翰
（
一
八
九
一
〈
明
治
二
四
〉
年
一
二
月
一
一
日
）

　

邦
語
政
治
科
の
学
生
・
増
田
義
一
（
一
八
九
三
年
卒
）
が
郷
里
の
後
援
者
・
高
橋
文
質
に
宛
て
た
書
状
。
学
内
で
行
わ
れ
る
討
論
会
の

知
ら
せ
や
近
況
を
書
き
送
っ
て
い
る
。
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明
治
二
十
三
年
五
月
中
旬
東
京
専
門
学
校
壁
書
写
（
一
九
一
四
〈
大
正
三
〉
年
転
写
）
／
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵

　

教
室
や
図
書
室
な
ど
に
書
か
れ
た
落
書
き
を
、
校
友
・
室
井
平
蔵
が
写
し
と
っ
た
も
の
。
時
評
や
教
員
の
似
顔
絵
な
ど
か
ら
、
当
時
の

世
相
や
学
校
に
対
す
る
学
生
た
ち
の
視
線
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

高
田
早
苗
の
遭
難
服

　

一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
の
第
二
回
総
選
挙
は
政
府
に
よ
る
激
し
い
選
挙
干
渉
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
学
校
運
営
の
か
た

わ
ら
衆
議
院
議
員
を
つ
と
め
て
い
た
高
田
早
苗
も
、
当
選
直
後
の
五
月
三
〇
日
、
玄
洋
社
の
壮
士
四
名
に
襲
撃
さ
れ
、
全
治
一
か
月
の
刀

傷
を
負
っ
た
。
こ
れ
は
そ
の
際
、
高
田
が
身
に
着
け
て
い
た
も
の
。
高
田
の
遭
難
を
知
っ
た
学
生
た
ち
は
「
讐
敵
を
討
た
い
で
ど
う
す
る
、

学
校
の
名
折
に
な
る
」
と
い
き
り
立
ち
、
敵
対
陣
営
に
切
り
込
ま
ん
ば
か
り
の
騒
ぎ
と
な
っ
た
が
、
学
校
幹
部
の
苦
心
で
、
な
ん
と
か
事

な
き
を
え
た
と
い
う
（
増
子
喜
一
郎
〈
一
八
九
三
年
邦
語
政
治
科
卒
〉
の
回
想
）。

秘
密
出
版
事
件
の
諷
刺
画
（
一
八
八
七
〈
明
治
二
〇
〉
年
）
／
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵

　

一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
、
内
閣
法
律
顧
問
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
や
谷
干
城
、
板
垣
退
助
ら
が
執
筆
し
た
条
約
改
正
交
渉
や
憲
法
制
定
に

関
す
る
秘
密
書
類
が
、
民
権
派
に
よ
っ
て
秘
密
裏
に
印
刷
・
出
版
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
き
た
。
こ
の
秘
密
出
版
に
は
東
京
専
門
学
校

の
学
生
・
卒
業
生
も
多
数
関
わ
っ
て
お
り
、
講
義
中
の
教
場
に
警
官
が
踏
み
込
ん
で
学
生
を
拘
引
す
る
騒
ぎ
と
な
っ
た
。
最
終
的
に
木
原

勇
三
郎
・
野
附
常
雄
・
今
井
一
・
奥
沢
福
太
郎
ら
が
犠
牲
と
な
り
、
監
獄
に
入
る
こ
と
で
、
他
の
多
く
の
学
生
は
放
免
さ
れ
た
。

　
「
下
宿
営
業
牛
込
区
」（『T

O
BA
E

』
第
二
〇
号
）
と
題
す
る
こ
の
絵
は
、
著
名
な
諷
刺
画
家
・
ビ
ゴ
ー
に
よ
る
も
の
。
縛
ら
れ
た
学
生
は

「
こ
ん
な
こ
と
も
う
せ
ん
も
ん
（
専
門
）
だ
」
と
校
名
と
掛
け
合
わ
せ
た
台
詞
を
吐
い
て
い
る
。
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【
写
真
】
秋
期
大
運
動
会
の
記
念
写
真
（
一
八
八
八
〈
明
治
二
一
〉
年
一
〇
月
一
〇
日
）

　

開
校
当
初
の
運
動
会
は
、
肉
体
的
な
運
動
だ
け
で
は
な
く
、
政
治
的
な
示
威
運
動
と
い
う
意
味
も
持
っ
て
い
た
。
奇
抜
な
扮
装
を
し
、

政
治
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
記
し
た
大
旗
小
旗
を
掲
げ
て
、
学
生
た
ち
は
運
動
会
に
熱
中
し
た
。「
阿
世
の
徒
を
筆
誅
す
る
筆
」
と
し
て
五
メ
ー

ト
ル
以
上
も
あ
る
筆
を
担
い
で
参
加
し
た
者
ま
で
あ
っ
た
と
い
う
。
結
局
、
警
察
の
干
渉
に
よ
り
、
数
年
後
か
ら
は
引
率
者
が
同
伴
す
る

政
治
性
の
な
い
催
し
と
な
っ
て
い
っ
た
。

篠
田
克
己
日
記
（
一
八
八
六
〈
明
治
一
九
〉
年
〜
一
八
八
八
〈
明
治
二
一
〉
年
）

　

篠
田
克
己
（
一
八
八
九
年
法
卒
）
の
学
生
時
代
の
日
記
。
篠
田
は
現
在
の
福
岡
県
甘
木
市
に
生
ま
れ
、
後
に
郵
便
局
長
な
ど
を
つ
と
め
た

人
物
で
あ
る
。
東
京
専
門
学
校
で
行
わ
れ
た
運
動
会
や
演
説
会
の
模
様
、「
秘
密
出
版
事
件
」（
文
中
で
は
「
印
刷
事
件
」）
で
校
内
が
騒
然

と
す
る
様
子
な
ど
を
克
明
に
伝
え
て
い
る
。

３

．
野
に
在
っ
て
花
開
く
〜
早
稲
田
を
巣
立
っ
た
学
生
た
ち

　

一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
、
東
京
専
門
学
校
は
第
一
回
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
。
最
初
、
一
二
名
だ
っ
た
卒
業
生
の
数
は
、
一
〇

年
後
に
は
通
算
し
て
一
〇
〇
〇
名
を
超
え
る
に
至
る
。

　

学
生
時
代
の
気
風
そ
の
ま
ま
に
、
反
官
僚
意
識
が
強
く
政
治
志
向
の
旺
盛
な
卒
業
生
た
ち
に
は
、
新
聞
・
出
版
界
や
政
界
を
志
す
者
が

多
く
、
こ
の
分
野
で
他
校
の
卒
業
生
を
圧
倒
し
た
。
や
が
て
一
八
九
〇
年
設
立
の
文
学
科
か
ら
も
卒
業
生
が
輩
出
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

「
政
治
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
・
文
学
の
早
稲
田
」
と
い
う
傾
向
が
明
確
と
な
り
、
今
日
ま
で
つ
づ
く
大
学
イ
メ
ー
ジ
が
か
た
ち
づ
く
ら
れ
た
。
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早
稲
田
を
巣
立
っ
た
後
も
、
卒
業
生
た
ち
は
校
友
と
し
て
有
形
無
形
に
母
校
を
支
え
た
。
官
途
に
背
を
向
け
、
民
間
に
あ
っ
て
地
力
を

蓄
え
た
校
友
た
ち
は
、
や
が
て
、
政
治
家
と
し
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
強
力
な
担
い
手
と
な
っ
て
い
っ
た
。

「
在
野
の
精
神
」
を
実
践
す
る
校
友
の
活
躍
が
、
新
時
代
の
青
少
年
た
ち
を
惹
き
つ
け
、
彼
ら
の
足
を
さ
ら
に
早
稲
田
の
地
へ
と
向
か
わ

せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

 

校
友
た
ち
の
肖
像

山
田
英
太
郎
（
一
八
六
二
〜
一
九
四
六
）

　

尾
張
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
る
。
知
人
の
紹
介
で
面
会
し
た
小
野
梓
の
人
格
識
見
に
心
服
し
、
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
、
東
京
専
門

学
校
政
治
経
済
学
科
に
入
学
。
卒
業
後
、『
朝
野
新
聞
』
社
員
や
愛
知
県
会
議
員
を
経
て
、
成
田
鉄
道
社
長
、
岩
倉
鉄
道
学
校
校
長
、
日

清
生
命
保
険
会
長
な
ど
要
職
を
歴
任
し
た
。
早
稲
田
大
学
で
も
評
議
員
、
基
金
管
理
委
員
、
維
持
員
を
つ
と
め
て
い
る
。

廣
井
一
（
一
八
六
五
〜
一
九
三
四
）

　

越
後
国
古
志
郡
（
現
・
新
潟
県
小
千
谷
市
）
の
生
ま
れ
。
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
に
上
京
し
、
慶
應
義
塾
を
経
て
東
京
専
門
学
校
政

治
経
済
学
科
に
入
学
し
た
。
卒
業
後
は
郷
里
に
戻
り
、
教
員
を
つ
と
め
る
傍
ら
、
改
進
党
系
の
政
治
家
と
し
て
活
動
。『
越
佐
毎
日
新
聞
』

の
主
筆
や
、
長
岡
銀
行
・
越
後
鉄
道
会
社
等
の
創
設
に
関
わ
る
な
ど
、
一
貫
し
て
地
元
の
政
治
・
経
済
・
教
育
の
発
展
に
尽
力
し
た
。

増
田
義
一
（
一
八
六
九
〜
一
九
四
九
）

　

越
後
国
頸
城
郡
戸
狩
村
（
現
・
新
潟
県
上
越
市
）
出
身
。
郷
里
の
『
高
田
新
聞
』
で
改
進
党
系
の
言
論
活
動
を
行
い
、
同
社
の
高
橋
文
質
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の
後
援
で
東
京
専
門
学
校
に
入
る
。
卒
業
後
、『
読
売
新
聞
』
を
経
て
実
業
之
日
本
社
を
創
立
、
社
長
を
つ
と
め
た
。『
実
業
之
日
本
』『
婦

人
世
界
』
等
々
、
多
く
の
雑
誌
の
発
行
を
手
掛
け
、
大
日
本
印
刷
な
ど
の
創
立
に
も
関
わ
る
。
そ
の
一
方
、
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年

か
ら
八
期
に
わ
た
り
衆
議
院
議
員
を
つ
と
め
、
政
財
界
で
重
き
を
な
し
た
。
早
稲
田
大
学
で
も
募
金
委
員
・
維
持
員
・
理
事
な
ど
を
歴
任

し
、
母
校
の
発
展
に
尽
力
し
た
。

【
主
な
展
示
資
料
】

山
田
一
郎
「
在
京
同
攻
会
員
に
向
て
更
に
望
む
所
あ
り
」（『
中
央
学
術
雑
誌
』
第
二
一
号
、
一
八
八
六
〈
明
治
一
九
〉
年
一
月
）

山
田
一
郎
「
本
年
度
得
業
の
会
員
諸
氏
に
告
ぐ
」（『
中
央
学
術
雑
誌
』
第
三
四
、
三
五
、
三
七
号
、
一
八
八
六
〈
明
治
一
九
〉
年
八
〜
九
月
）

　

講
師
の
山
田
一
郎
は
中
央
集
権
の
弊
害
を
指
摘
し
、
卒
業
生
た
ち
が
地
方
に
あ
っ
て
自
治
の
担
い
手
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
。
し
か

し
、
学
生
の
中
央
志
向
は
強
く
、
山
田
は
「
何
故
に
官
途
に
就
く
と
地
方
に
出
る
と
の
二
者
を
憎
む
こ
と
蛇だ

蝎か
つ

の
如
く
な
る
哉
」
と
嘆
い

て
い
る
。
山
田
自
身
は
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
に
講
師
を
辞
し
て
、
以
後
は
全
国
各
地
の
新
聞
で
言
論
活
動
を
繰
り
広
げ
、「
天
下
の

記
者
」
と
呼
ば
れ
る
に
至
っ
た
。

大
隈
重
信
宛
廣
井
一
書
翰
（
一
八
九
八
〈
明
治
三
一
〉
年
一
月
一
日
）
／
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵

　

郷
里
で
言
論
人
と
し
て
重
き
を
な
し
て
い
た
廣
井
一
は
、
大
隈
重
信
宛
の
年
賀
状
で
、
国
内
外
の
危
機
を
指
摘
し
、
再
び
国
政
の
陣
頭

に
立
つ
よ
う
大
隈
に
促
し
て
い
る
。
こ
の
年
六
月
、
日
本
史
上
初
の
政
党
内
閣
・
第
一
次
大
隈
内
閣
が
成
立
す
る
。



150

一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
一
〇
月
の
秋
季
中
央
校
友
大
会

　

当
日
の
出
席
者
に
は
増
子
喜
一
郎
や
増
田
義
一
の
名
も
み
え
る
。

※ 

本
展
示
の
図
録
は
、
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て

閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
左
の
通
り
。

　

https://w
w
w
.w
aseda.jp/culture/archives/


